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暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

　

吟
界
の
諸
先
生
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ

り
な
く
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
も
減
少
し
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
活
動
が
再
開
さ
れ
た
の

も
束
の
間
、
ま
た
感
染
が
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
と
上
手
に

付
き
合
い
な
が
ら
、
感
染
予
防
に
気
を
配
っ
て
活
動
を
す
る
し
か
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
例
年
に
な
い
猛
暑
で
す
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
ご
健

勝
と
併
せ
、
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
四
年　

盛
夏

詩
吟
朗
詠
錦
城
流　

宗
家　

山
元
錦
城

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会　

会
長　

城
戸
城
濤

　

令
和
４
年
度
定
時
総
会
は
、
令
和

４
年
６
月
24
日
（
金
）
９
時
30
分
よ

り
、
石
川
県
加
賀
市
の
ホ
テ
ル
ア

ロ
ー
レ
に
於
い
て
、
３
年
ぶ
り
に
各

地
か
ら
の
会
員
の
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
で
は
、
令
和
3
年
度
の

事
業
報
告
と
収
支
決
算
及
び
令
和
4

年
度
事
業
計
画
と
予
算
、
並
び
に
役

員
改
選
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま

令
和
４
年
度　

定
時
総
会

　

～
令
和
３
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
と

　
　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が
承
認
さ
れ
る
～

し
た
。

　

正
会
員
数
五
五
七
名
中
、
出
席
者

五
十
二
名
、
書
面
議
決
書
提
出
者
数

三
〇
四
名
で
、
総
会
成
立
に
必
要
な

定
足
数
二
七
九
名
を
上
回
る
こ
と
が

出
来
、
各
議
案
と
も
賛
成
多
数
に
よ

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
会
員
各
位
の
ご
協
力
に
対
し
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

開
会
の
辞
・
・
・
佐
藤
錦
杲

　

会
長
挨
拶
・
・
・
城
戸
城
濤

第
１
号
議
案　

令
和
３
年
度
事
業
報

告
書
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

令
和
３
年
度
収
支
決

算
書
案
等
承
認
の
件

第
３
号
議
案　

令
和
４
年
度
事
業
計

画
書
案
承
認
の
件

第
４
号
議
案　

令
和
４
年
度
収
支
予

算
案
承
認
の
件

第
５
号
議
案　

令
和
５
年
４
月
１
日

よ
り
令
和
５
年
６
月

30
日
ま
で
の
暫
定
予

算
書
案
承
認
の
件

第
６
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う
理

事
、
監
事
の
改
選

　

次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

会　

長　
　

城
戸
城
濤（
茨　

城
）

　

副
会
長　
　

本
村
錦
香（
鹿
児
島
）

　
　

〃　
　
　

金
子
城
大（
埼　

玉
）

　

専
務
理
事　

草
彅
城
輝（
東　

京
）

　

常
務
理
事　

土
師
城
皓（
神
奈
川
）

　
　

〃　
　
　

高
羽
城
幹（
神
奈
川
）

　
　

〃　
　
　

佐
藤
錦
杲（
神
奈
川
）

　

理　

事　
　

今
井　

勝（
東　

京
）

　
　
　
　
　
　

村
山
城
機（
東　

京
）

　
　
　
　
　
　

古
賀
城
暎（
佐　

賀
）

　
　
　
　
　
　

西
川
錦
洸（
広　

島
）

　
　
　
　
　
　

竹
崎
錦
里（
北
海
道
）

　
　
　
　
　
　

遠
藤
城
啓（
東　

京
）

　
　
　
　
　
　

吉
本
城
川（
鹿
児
島
）

　
　
　
　
　
　

堀
川
城
怨（
滋　

賀
）

◇
提
出
議
案
◇

◇
議
長
及
び

議
事
録
署
名
人
の
選
出
◇

　

議
事
進
行
に
当
た
り
、
次
の
方
々

が
議
長
及
び
議
事
録
署
名
人
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。　

（
以
下
敬
称
略
）

　

議　

長　
　

吉
本
城
川（
鹿
児
島
） 

　

署
名
人　
　

塩
川
錦
晃（
奈　

良
）

　
　
　
　
　
　

土
田
城
紘（
滋　

賀
）

　
　
　
　
　
　

鍛
治
錦
代（
愛　

知
）

　
　
　
　
　
　

後
藤
錦
曜（
長　

崎
）

　
　
　
　
　
　

林　

錦
枝（
滋　

賀
）

　
　
　
　
　
　

佐
藤
城
孝（
神
奈
川
）

　
　
　
　
　
　

藤
田
錦
信（
宮　

城
）

　
　
　
　
　
　

毎
熊
城
明（
長　

崎
）

　
　
　
　
　
　

土
田
城
紘（
滋　

賀
）

　

監　

事　
　

岩
田
城
龍（
東　

京
）

　
　
　
　
　
　

大
内
城
晃（
茨　

城
）

　

な
お
、
理
事
・
監
事
選
任
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。

　

委
員
長　

和
田
錦
堯　
（
東　

京
）

　

委　

員　

海
野
錦
麗
香（
茨　

城
）

　
　
　
　
　

金
子
錦
要　
（
埼　

玉
）

　
　
　
　
　

石
原
城
興　
（
神
奈
川
）

　
　
　
　
　

若
月
城
嗣　
（
愛　

知
）

　

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
、
各
議
案
と
も
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①　

会
議
開
催
の
報
告

②　

傘
下
団
体
の
認
可
及
び
閉
鎖
の

報
告

③　

組
織
体
長
等
の
変
更
の
報
告

④　

会
員
数
報
告

⑤　

特
別
賛
助
会
員
の
報
告

⑥　

団
体
指
導
に
関
す
る
報
告

⑦　

全
国
大
会
開
催
地
に
関
す
る
報

告★
令
和
５
年
10
月
８
日
滋
賀
県

「
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
」

★
令
和
６
年
福
岡
県

⑧　

会
員
異
動
状
況
書

　
　

会
議
日
程
計
画
書（
参
考
資
料
）

（
次
頁
に
続
く
）

◇
報
告
事
項
◇
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（
前
頁
か
ら
の
続
き
）

　

師
範
宛
に
配
布
し
た
総
会
資
料
の

う
ち
、
報
告
事
項
の
中
に
間
違
い
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
１
）　

５
頁
５
︱
２
賛
助
会
員
名
と

賛
助
金
内
訳
の
９
番
の
村
上

フ
ク
エ
（
錦
江
）
さ
ん
は
、

愛
知
県
と
な
っ
て
い
ま
す
が

福
岡
県
の
間
違
い
で
し
た
。

（
２
）　

６
頁
の
団
体
指
導
の
団
体
名

の
８
番
に
「
お
う
み
富
士
吟

友
会
」（
滋
賀
県
守
山
市
）、

指
導
者
・
杉
田
錦
瑛
、
団
体

会
員
数
９
名
を
追
加
し
て
く

だ
さ
い
。

（
令
和
４
年
度
定
時
総
会
第
２
号
議
案
資
料
）

令和３年度　収支計算書
令和３年４月１日から令和４年３月31日

（単位　　円）

科　　　目 決　算　額
Ⅰ　事業活動収支の部
　１　事 業 活 動 収 入
　　①　基本財産運用収入 337
　　②　入 会 金 収 入 3,810
　　③　会　費　収　入 25,844,000
　　④　事　業　収　入 3,000,000
　　⑤　寄 附 金 収 入 0
　　⑥　雑 収 入 196,722

事 業 活 動 収 入 計 29,079,159

　２　事業活動支出
　　①　事業活動支出 7,759,805
　　②　管 理 費 支 出 12,280,768

事 業 活 動 支 出 計 20,040,573

事 業 活 動 収 支 差 額 9,038,586

Ⅱ　投資活動収支の部
　１　投資活動収入 0
　２　投資活動支出 2,120,000

投資活動収支差額 △2,120,000

Ⅲ　財務活動収支の部 0

Ⅳ　予備費支出 0

当 期 収 支 差 額 6,918,586
前期繰越収支差額 41,463,812
次期繰越収支差額 48,382,398

貸 借 対 照 表
令和４年３月31日現在

（単位　　円）

科　　　目 決　算　額
Ⅰ　資産の部
　１　流　動　資　産 48,620,574
　２　固　定　資　産
　　（１）基　本　財　産 20,000,000
　　（２）特　定　資　産 2,930,000
　　（３）その他の固定資産 168,303,694

資　産　合　計 216,924,268

Ⅱ　負債の部
　１　流　動　負　債 238,176
　２　固　定　負　債 0

負　債　合　計 238,176

Ⅲ　正味財産の部
　１　指定正味財産 0
　２　一般正味財産 216,686,092

正　味　財　産　合　計 216,686,092

負債及び正味財産合計 216,924,268

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

◇
会
員
増
強
表
彰
◇

　

令
和
３
年
度
中
に
新
入
会
者
を
５

名
以
上
加
入
さ
せ
た
方
2
名
を
表
彰

し
ま
し
た
。

飯
田
錦
嶺
（
大
分
県
玖
珠
支
部
）

金
子
錦
佑
（
東
京
都
台
東
道
場
）

閉
会
の
辞
・
・
・
金
子
城
大

　
　
　
　
　
　
　

本
村
錦
香

　

会
員
各
位
に
は
、
令
和
4
年
度
の

事
業
遂
行
に
あ
た
り
、
引
き
続
き
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
新
組
織
体
の
紹
介
◇

台
東
道
場
（
東
京
）

道
場
長　

金
子
錦
佑

佐
久
平
道
場
（
長
野
）

道
場
長　

金
子
錦
佑

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

◇
組
織
体
長
の
変
更
◇

福
山
松
浜
支
部
（
広
島
）

支
部
長　

髙
橋
城
凰

都
城
支
部
（
宮
崎
）

支
部
長　

西
川
錦
奏

太
田
支
部
（
東
京
）

支
部
長　

須
山
城
蔵

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

安
川
錦
璋　
（
埼
玉
県
）　
　

４
・
３

重
原
錦
花　
（
東
京
都
）　
　

４
・
３

水
野
城
仁　
（
神
奈
川
県
）　

４
・
３

長
谷
川
錦
游（
神
奈
川
県
）
４
・
３

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

ま
ず
は

あ
な
た
か
ら　
声
か
け
を

（
会
員
増
強
の
た
め
の
　
声
か
け
推
進
標
語)

（
錦
城
会
員
向
け
）

◇
本
部
長
の
交
替
◇

林　

錦
枝　

滋
賀
県
本
部
長

深
水
城
實　

静
岡
県
本
部
長

吉
松
城
勇　

宮
崎
県
本
部
長

毎
熊
城
明　

長
崎
県
本
部
長
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令和４年度　事業計画書
令和４年4月1日から令和５年3月31日まで

〔事業計画〕

事業⑴　吟詠、詩舞、琵琶に関する公演の実施（予算6,436千円）
　　　一．詩吟全国大会・・・10月9日（日）愛知県名古屋市

事業⑵　吟詠、詩舞、琵琶に関する講習会、研修会の実施（予算3,913千円）
　　　一．全国詩吟講習・研修会
　　　　　　　　令和４年度第一回指導者講習・研修会・・ 令和４年６月23日（木）～ 24日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川県加賀市　
　　　　　　　　令和４年度第二回指導者講習・研修会・・ 令和５年３月２日（木）～３日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県春日市
　　　二．全国詩舞講習・研修会は随時開催
　　　三．全国琵琶講習・研修会は随時開催
　　　四．傘下認可団体各都道府県本部講習・研修会
　　　　　各都道府県本部講習・研修会については、各都道府県本部単位に行うよう奨励

事業⑶　公演のための邦楽、洋楽を含む総合芸術の調査並びに自主制作の実施（予算2,159千円）
　　　一．琵吟舞曲の自主制作・調査研究
　　　二．琵琶芸術の振興

事業⑷　吟詠、詩舞、琵琶に関する図書の刊行、機関誌の発行（予算1,592千円）
　　　　　　機関誌「錦友」の発行　309号～ 312号の４回発行

事業⑸　吟詠、詩舞、琵琶に関する広報・宣伝の実施（予算434千円）
　　　　　　ホームページの改訂と広報・宣伝並びに情報開示に努める

事業⑹　吟詠、詩舞、琵琶に関する合同事業への参画（予算1,475千円）
　　　一．吟道之碑顕彰と維持管理・・・令和４年11月27日（日）静岡県沼津市
　　　二．日本伝統文化吟友会・・・・・令和４年11月23日（水）石川県金沢市
　　　三．二十一世紀詩歌朗詠懇談会
　　　四．他会等との交流

事業⑺　吟詠、詩舞、琵琶の普及並びに振興を目的とする団体への支援
　　　　本会傘下認可団体の大会公演への後援（予算760千円）
　　　一．都道府県本部大会
　　　　　　福岡県本部65周年記念大会　　令和４年９月４日（日）　福岡県北九州市
　　　　　　神奈川県本部50周年記念大会　令和４年９月25日（日）　神奈川県横浜市　
　　　二．支部・道場・吟詠部大会
　　　　　　滋賀県本部湖南地区吟詠大会　令和４年５月15日（日）　滋賀県能登川市
　　　　　　滋賀県湖東地区吟詠大会　　　令和４年12月4日（日）　滋賀県彦根市
　　　 三．公開発表会・開拓普及発表会

事業⑻　その他、各号に定める事業に関する事業（予算258千円）
　　　　表彰事業の 実施及び特別賛助会員の募集事業
　　　一．会員増強に対する表彰
　　　二．その他の表彰
　　　　　功労表彰
　　　三．本会の趣旨に賛同し、後援者である特別賛助会員及び賛助会員を募集する

事業⑼　不動産賃貸業（予算480千円）
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令
和
4
年
度
の
指
導
者
講
習
研
修

会
は
、
6
月
23
日
（
木
）、
片
山
津

温
泉
「
ホ
テ
ル
・
ア
ロ
ー
レ
」
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

温
習
会
が
始
ま
る
前
に
、
宗
家
よ

り
、
こ
の
3
年
間
、
吟
道
之
碑
前
祭

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
亡
く
な

ら
れ
た
会
員
の
う
ち
主
だ
っ
た
先
生

方
の
お
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
会

場
で
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、69
名
で
し
た
。

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
吟
詠

の
発
表
は
、
全
員
が
独
吟
で
行
い
ま

し
た
。

　

開
会
の
辞　

林　

錦
枝
総
師
範

　

伴
奏　
　
　

河
野
正
明
先
生

　

閉
会
の
辞　

高
木
城
史
総
師
範

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の

た
め
、
マ
ス
ク
は
外
し
て
吟
じ
ま
し

た
が
、
一
人
吟
じ
終
わ
る
た
び
に
、

マ
イ
ク
カ
バ
ー
を
交
換
し
て
進
行
し

ま
し
た
。

　

翌
日
、
総
会
終
了
後
の
24
日
の
13

時
か
ら
宗
家
に
よ
る
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
一
人
一
人
が
舞
台
に
上

が
り
、
宗
家
か
ら
直
接
ご
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
詩
文
の
読
み
方
、
発
声

の
仕
方
、
感
情
の
入
れ
方
等
、
懇
切

丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
会
場
の

皆
さ
ん
も
自
分
の
事
の
よ
う
に
熱
心

に
聞
き
勉
強
し
ま
し
た
。

　

舞
台
に
上
が
っ
た
方
は
次
の
方
々

で
す
。

①　

芳
本
城
蝶
（
滋
賀
）

②　

三
重
錦
寿
（
広
島
）

③　

大
内
城
晃
（
茨
城
）

④　

山
田
錦
利
（
広
島
）

⑤　

山
口
錦
昌
（
滋
賀
）

　

講
習
会
は
、
14
時
に
終
了
し
、
そ

れ
ぞ
れ
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

例
年
11
月
の
最
終
日
曜
日
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
「
吟
道
之
碑
前
祭
」

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
昨
年
ま
で
開
催
が

中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

錦
城
会
の
昨
年
の
合
祀
対
象
者
は

次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

平　

城
楠　
　

大
師
範　
　

鹿
児
島

小
暮
城
魂　
　

大
師
範　
　

埼　

玉

平
田
錦
葵
輿　

大
師
範　
　

茨　

城

工
藤
城
峻　
　

大
師
範　
　

道　

央

林　

錦
叡　
　

総
教
師
範　

福　

岡

宮
嶋
錦
令　
　

総
教
師
範　

滋　

賀

宮
田
錦
禎　
　

総
教
師
範　

宮　

崎

藤
澤
錦
星　
　

総
教
師
範　

滋　

賀

土
田
錦
川　
　

総
教
師
範　

滋　

賀

槙
田
城
照　
　

総
教
師
範　

静　

岡

平
野
城
睿　
　

大
師
範　
　

神
奈
川

金
子
錦
峡　
　

総
師
範　
　

佐　

賀

高
木
城
浅　
　

総
師
範　
　

滋　

賀

中
川
城
松　
　

大
師
範　
　

岐　

阜

田
中
錦
樹　
　

総
教
師
範　

鹿
児
島

日
高
城
翠　
　

総
師
範　
　

長　

崎

石
原
錦
紫　
　

総
師
範　
　

神
奈
川

桂
田
錦
鶴　
　

大
師
範　
　

滋　

賀

小
土
井
錦
日　

総
師
範　
　

広　

島

川
端
城
尊　
　

大
師
範　
　

滋　

賀

日
谷
城
嘉　
　

大
師
範　
　

広　

島

西
本
錦
青　
　

総
教
師
範　

福　

岡

（
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載
が
大
変
遅
れ

ま
し
た
事
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
）

指
導
者
講
習
研
修
会

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

（
令
和
４
年
７
月
〜
５
年
３
月
）

◆
本
会
主
催　

◇
本
会
後
援

♢
福
岡
県
本
部
65
周
年
記
念
大
会
・

詩
舞
道
錦
城
流
福
岡
県
50
周
年
記

念
・
岡
垣
支
部
30
周
年
記
念
記
念

・
９
月
４
日
（
日
）

・
福
岡
県
北
九
州
市

♢
神
奈
川
県
本
部
50
周
年
記
念
大

会
・
丸
山
城
壮
宗
範
３
回
忌
追
善

・
９
月
25
日
（
日
）

・
神
奈
川
県
横
浜
市

♦
一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

全
国
大
会

・
10
月
9
日
（
日
）

・
愛
知
県
名
古
屋
市

♢
滋
賀
県
湖
東
地
区
・
彦
根
支
部
発

足
65
周
年
記
念
吟
詠
大
会

・
12
月
４
日
（
日
）

・
滋
賀
県
彦
根
市

♦
第
二
回
指
導
者
講
習
・
研
修
会

・
３
月
２
日
（
木
）
～
３
日
（
金
）

・
福
岡
県
春
日
市

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

新
入
会
員
の
紹
介

（
２
／
28
〜
７
／
１
）　 

久
留
米
道
場　

森　

孝
一
郎　

江
頭

康
夫

湖
南
石
部
道
場　

岩
田
惠
子

松
浦
支
部　

河
原　

孝

長
浜
支
部　

北
川　

薫

彦
根
支
部　

堀
本
俊
紹　

益
子
喜
秋

廣
内
鐵
也　

児
島
緋
呂
子　

福
田

洋
介

佐
久
平
道
場　

金
井
達
則　

木
村
珠

樹
日
南
道
場　

宇
賀
村
キ
ヨ
子　
　

水
戸
支
部　

飛
田
幸
男

稲
沢
支
部　

籾
山
恵
美
子

太
田
支
部　

富
田
晃
弘

南
有
馬
支
部　

川
口
雅
族

杷
木
支
部　

菊
竹
重
臣

名
古
屋
守
山
支
部　

南
部
文
宏

神
戸
垂
水
支
部　

宮
部　

健

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

４
・
３
・
１
よ
り

４
・
６
・
30
ま
で

４
月
11
～
12
日　

第
4
回
最
高
指
導

者
研
修
会

　
　

29
日　

滋
賀
県
本
部
の
講
習
研

修
会

５
月
13
日　

常
務
理
事
会

　
　

14
日　

理
事
会

　
　

15
日　

滋
賀
県
本
部
湖
南
地
区

吟
詠
大
会

６
月
３
～
５
日　

長
崎
県
・
佐
賀
県

昇
格
審
査　

長
崎
県
本
部

の
講
習
研
修
会

　
　

16
～
17
日　

第
5
回
最
高
指
導

者
研
修
会

　
　

23
～
24
日　

令
和
4
年
定
時
総

会
・
指
導
者
講
習
研
修
会

　
　

29
～
30
日　

全
国
大
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
編
成
会
議

　

一
昨
年
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
、

一
龍
齋
貞
心
先
生
の
公
演
「
玉
菊
灯

籠
」
を
聴
く
会
が
今
年
10
月
26
日

(

水)

に
東
京
、
国
立
演
芸
場
で
全
席

指
定
で
開
催
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

入
場
券
は
８
月
１
日
の
発
売
で
す

が
、
錦
城
会
会
員
の
方
に
は
事
前
に

受
付
け
て
頂
け
る
そ
う
で
す
。

　

ご
希
望
枚
数
・
名
前
・
住
所
・
電

話
等
明
記
し
て
７
月
末
日
ま
で
に

メ
ー
ル　teish

in
-i@

n
ifty.co

m

か

fax

０
３
‐
３
９
５
９
‐
７
９
２
４

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

「
玉
菊
灯
籠
」
を
聴
く
会

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

吟
道
之
碑
前
祭
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風
薫
る
５
月
15
日
、
滋
賀
県
本
部

湖
南
地
区
吟
詠
大
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
、
昨
年
の
10
月
よ
り
延
期
と
な

り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
発
表

の
場
を
提
供
す
べ
く
、
役
員
・
会
員

が
一
丸
と
な
り
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。

　

前
日
の
悪
天
候
か
ら
一
転
、
開
催

日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
今
年
度
最
初

の
大
き
な
行
事
を
祝
っ
て
く
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

錦
枝
先
生
を
始
め
、
湖
東
地
区
よ
り

堀
川
城
怨
先
生
、
湖
北
地
区
よ
り
宮

川
城
広
先
生
に
ご
臨
席
を
賜
り
錦
上

花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

滋
賀
県
本
部
湖
南
地
区

　

　

吟

詠

大

会

開

催

　

激
流
（
姫
百
合
の
塔
）

　

当
日
は
、
奇
し
く
も
、
沖
縄
が
本

土
復
帰
50
年
の
記
念
日
と
重
な
り
、

本
吟
詠
大
会
の
特
別
番
組
『
激
流
』

に
姫
百
合
の
塔
を
始
め
、
沖
縄
の
激

戦
を
舞
台
に
し
た
詩
を
吟
じ
て
戦
争

の
悲
劇
と
平
和
の
思
い
を
新
た
に
し

た
意
義
あ
る
吟
詠
大
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

又
吟
詠
大
会
に
は
、錦
城
流
宗
家
・

山
元
錦
城
先
生
、
錦
城
会
会
長
・
城

戸
城
濤
先
生
、
滋
賀
県
本
部
長
・
林

　

企
画
吟

　

書
道
吟

　

会
員
一
同
、
吟
じ
る
楽
し
さ
を
心

に
残
し
、
今
後
の
お
稽
古
に
精
進
を

重
ね
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
湖
南
地
区　

明
智
城
秀
）

金
丸
佐
和
子　

著

　
え
た
い
の
知
れ
な
い
本

第
２
集
よ
り

　
　
　
　

鹿
児
島
県
本
部
の
金
丸
錦
央
先
生
の

　
　
　
　

著
書
よ
り
抜
粋

　

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
は

　

詩
の
好
き
な
あ
な
た
の
為
に

　

歌
の
好
き
な
あ
な
た
の
為
に

　

吟
詠
え
る
と

　

思
っ
た
こ
と
も
な
い
あ
な
た
に
も

　

一
人
で
吟
詠
え　

人
の
前
で
も

　

吟
詠
え
る
と
い
う
自
信
を

　

も
た
せ
て
く
れ
る

　

そ
ん
な
趣
味
の
会
な
の
で
す

　

発
表
会
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で

　

専
門
家
の
方
の
を
聞
く
だ
け
で
な
く

　

自
分
で
吟
詠
っ
て
み
る
こ
と
が

　

ど
ん
な
に
楽
し
い
も
の
で
あ
る
か
を

　

得
心
い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す

　

詩
の
好
き
な
あ
な
た
な
ら

　

歌
の
好
き
な
あ
な
た
な
ら

　

す
で
に
歌
心
を
お
も
ち
な
の
で
す

　

人
は
誰
で
も

　

歌
心
を
も
っ
て
い
る
の
で
す

　

そ
の
歌
心
が

　

ふ
と
し
た
は
ず
み
に
目
を
さ
ま
す

　

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
は

　

あ
な
た
の
為
の

　

そ
ん
な
趣
味
の
会
な
の
で
す

　
　

※
文
中
の
「
吟
詠
」
は
「
う
た
」
と
読
み
ま
す
。

　
老
　
眼
　
鏡

あ
な
た
に
は

　

私
が
必
要
な
の
で
す

　

私
を
忘
れ
る
か
ら　

小
さ
な
字
が
見
え
な
い
の
で
す

ど
ん
な
に　

あ
な
た
の
目
が
大
き
く
て
も

　

好
き
と
云
う
字
さ
え　

見
落
と
し
て
し
ま
う
の
で
す

あ
な
た
が
新
聞
を
広
げ
る
時

　

そ
ん
な
に
頬
を
よ
せ
な
く
て
も　

私
さ
え
あ
れ
ば

　
　

は
な
れ
て
い
て
も　

十
分
読
め
る
の
で
す

そ
う　

か
っ
こ
う
だ
け
の　

私
で
は
あ
り
ま
せ
ん

こ
れ
か
ら
も　

愛
を
つ
か
も
う
と
思
う
な
ら

　

あ
な
た
に
は　

私
が
必
要
な
の
で
す

そ
れ
な
の
に

　

ど
う
し
て　

私
を　

さ
が
し
ま
わ
る
の
で
す
か

私
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い

　

そ
う
で
す

　

あ
な
た
が
寝
て
い
て
も

　

私
は　

あ
な
た
を　

み
つ
め
て
い
る
の
で
す
か
ら

こ
れ
か
ら　

　

あ
な
た
が
愛
す
る
人
の
所
に　

旅
立
つ
と
き
も

彼
が

　

遠
く
か
ら
か
け
寄
っ
て　

来
る
ま
で

　

私
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い

（
生
活
に
欠
か
せ
な
い　

老
眼
鏡
を
見
失
っ
た
時
。）

（
南
房
総
道
場
長　

井
上
錦
亮
94
歳
）
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令
和
４
年
５
月
22
日
（
日
）、
大

阪
府
本
部
総
会
・
温
習
会
を
吉
野
の

「
吉
野
館
」（
錦
城
会
会
員
の
北
東
城

春
さ
ん
の
実
家
）
で
行
い
ま
し
た
。

　

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
新
緑
の
美
し

い
吉
野
に
午
前
10
時
30
分
に
到
着

し
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
山
頂
ま
で
。

参
加
者
29
名
が
無
事
に
吉
野
館
に
到

着
出
来
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年

間
行
事
が
全
て
中
止
と
な
っ
た
な

か
、や
っ
と
温
習
会
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
詩
吟
の
仲
間
に
会
え
た
喜

び
を
嚙
み
締
め
ま
し
た
。

　

午
後
０
時
30
分
か
ら
「
吉
野
館
」

の
山
菜
や
吉
野
名
物
の
葛
切
り
の

入
っ
た
美
味
し
い
お
料
理
を
い
た
だ

き
、「
吉
野
館
」
の
方
で
、
総
会
・

温
習
会
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
間
に
、
私
た
ち
は
、「
吉
野
館
」

の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
「
勝
手
神
社
」

に
移
動
し
ま
し
た
。

　
「
勝
手
神
社
」
は
、
源
義
経
と
の

別
れ
を
惜
し
ん
だ
静
御
前
が
、
雪
の

中
を
さ
ま
よ
い
、
つ
い
に
囚
わ
れ
の

身
と
な
り
連
れ
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
静
御
前
が
精
一
杯
の
抵
抗
心

を
表
し
て
、舞
を
舞
っ
た
と
い
う「
舞

塚
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
舞

塚
」の
前
で
、「
遊
芳
野
・
藤
井
竹
外
」、

「
遊
芳
野
・
河
野
鉄
兜
」、「
吉
野
懐

古
・
梁
川
星
巌
」、「
静
御
前
・
頼
山

陽
」
を
男
女
に
分
か
れ
て
合
吟
し
ま

し
た
。

発
表
に
緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が
、
精

一
杯
吟
じ
、
お
稽
古
の
成
果
を
充
分

発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

没
年
：
安
政
５
年
９
月
２
日

 (1
8
5
8
.1

0
.8

)

生
年
：
寛
政
１
年
６
月
18
日

(1
7
8
9
.7

.1
0
)

　

江
戸
後
期
の
詩
人
。
名
は
卯
の
ち

孟
緯
、
字
は
伯
兎
の
ち
公
図
、
通
称

新
十
郎
、
星
巌
は
号
。

　

美
濃
国
安
八
郡
曾
根
村(

岐
阜
県

大
垣
市)

の
富
農
の
家
に
生
ま
れ
る
。

父
は
長
高
。
文
化
４（1

8
0
7

）
年
、

江
戸
に
出
て
山
本
北
山
の
奚
疑
塾
に

入
り
儒
学
と
詩
文
を
学
び
、
市
河
寛

斎
の
江
湖
詩
社
に
参
加
し
た
。
14
年

帰
郷
し
、
私
塾
梨
花
村
舎
を
開
く
。

星
巌
は
放
浪
を
癖
と
し
た
。

　

文
政
３（1

8
2
0

）年
、
詩
人
紅
蘭

と
結
婚
。
５
年
９
月
、
妻
を
伴
っ
て

西
遊
し
九
州
に
至
っ
た
。
天
保
５

（1
8
3
4

）年
江
戸
神
田
お
玉
が
池
に

住
し
、
玉
池
吟
社
を
起
こ
し
、
江
戸

詩
壇
の
盟
主
と
し
て
名
声
高
ま
っ
た
。

　

そ
の
間
、
藤
田
東
湖
、
佐
久
間
象

山
と
交
わ
り
時
事
へ
の
関
心
を
深

め
、
弘
化
２（1

8
4
5

）年
玉
池
吟
社

を
閉
じ
帰
郷
し
、
翌
年
よ
り
京
都
に

定
住
、
ペ
リ
ー
来
航
後
は
政
治
活
動

に
深
入
り
し
尊
王
攘
夷
を
主
唱
す
。

　

安
政
５（1858

）年
秋
、
京
都
に
流

行
し
た
コ
レ
ラ
に
罹
り
没
し
、
南
禅

寺
天
授
庵
に
葬
る
。
死
の
直
後
安
政

大
獄
が
起
こ
っ
た
た
め
、
世
人
は
星

巌
を
「
詩（
死
）に
上
手
」
と
評
し
た
。

　

五
〇
〇
〇
首
に
お
よ
ぶ
作
品
を
残

し
、
詩
人
と
し
て
の
評
価
は
頼
山
陽

よ
り
高
い
。

　
〈
著
作
〉『
梁
川
星
巌
全
集
』
全
５

　
　
　
　
　

巻

　
〈
参
考
文
献
〉
富
士
川
英
郎
『
江
戸

後
期
の
詩
人
た
ち
』

（
沼
田
哲
）

出
典　

朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
：

（
株
）
朝
日
新
聞
出
版
朝
日
日
本
歴

史
人
物
事
典
に
つ
い
て

　
南
朝
ゆ
か
り
の
地
「
吉
野
」
で

　
　
　
　
　
総
会
・
温
習
会
を
開
催

　

そ
の
後
、「
吉
野
館
」
の
素
晴
ら

し
い
お
座
敷
で
、
総
会
・
個
人
吟
詠

と
進
め
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
吟
詠

　

帰
り
は
自
由
解
散
で
、
吉
野
を
散

策
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
吉
野
山
を

下
り
、
最
後
は
、
駅
前
で
美
味
し
い

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
り
、
お

土
産
を
買
っ
た
り
し
て
、
思
い
出
に

残
る
有
意
義
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

少
し
づ
つ
、
世
の
中
も
動
き
出
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
皆
様

に
お
会
い
出
来
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
世
界
が
平
和
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
！

（
大
阪
府
本
部
長　

塩
川
錦
晃
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

錦
城
流
の
教
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

　
漢
詩
の
作
者
（
10
）	

梁　

川　

星　

巌

梁
川
星
巌
の
妻

梁
　
川
　
紅
　
蘭

　

梁
川
紅
蘭
は
、
有
名
な
漢
詩
人
で

あ
る
梁
川
星
巌
（
や
な
が
わ
せ
い
が

ん
）
の
妻
で
す
。
夫
の
星
巌
は
、
美

濃
の
文
化
を
代
表
し
、
頼
山
陽
と
並

ん
で
19
世
紀
初
頭
の
日
本
文
学
に
お

け
る
二
大
巨
星
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
幕
末
の
京
都
で
、
天
皇

の
主
導
権
の
も
と
に
海
外
か
ら
の
侵

略
を
は
ね
の
け
よ
う
と
す
る
、
い
わ

ゆ
る
尊
皇
攘
夷
を
提
唱
す
る
な
ど
政

治
活
動
も
行
な
い
、
安
政
の
大
獄
に

連
座
し
て
生
涯
を
終
え
た
詩
人
で
す
。

　

梁
川
紅
蘭
に
つ
い
て
は
（
8
）
面

に
詳
し
く
掲
載
し
ま
す
。
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去
る
6
月
25
日
（
土
）、
札
幌
市

教
育
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
北
海

道
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
に
於
い
て
、
竹

内
光
汰
君
が
幼
年
の
部
で
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
終
息
し

な
い
ま
ま
大
会
を
開
催
す
る
事
が
出

来
る
の
か
を
模
索
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
先
の
消
毒

密
に
な
ら
な
い
等
、
安
全
を
第
一
に

十
分
な
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
開
催
を

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
三
年
振
り
に
、
神
奈
川
地

区
・
茨
城
地
区
・
東
京
地
区
・
埼
玉

地
区
の
予
選
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
錦
城
会
か
ら
多
く
の
出
場

者
の
内
、
関
東
決
勝
大
会
の
出
場
権

を
勝
ち
え
た
会
員
の
審
査
結
果
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

先
ず
は
、
５
月
７
日
の
神
奈
川
地

区
予
選
大
会
か
ら
で
す
。
横
浜
市
泉

公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、
会
場
内
は
緊

迫
し
た
空
気
の
中
で
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

錦
城
会
員
の
結
果
は
、

漢
詩･

一
般
三
部　
入
賞　

古
賀　

豊

　
　

〃　
　

シ
ー
ド
権　

石
原
隆
夫

漢
詩･

一
般
四
部　
入
賞　

丸
山
武
夫

　
　
　

〃　
　
　

入
賞　

中
川
新
三

短
歌･

一
般
の
部　
優
勝　

石
原
隆
夫

　
　
　

〃　
　
　

入
賞　

古
賀　

豊

審
査
員
は
、
金
子
城
大
、
冨
岡
城
昶

先
生
が
当
た
り
、
運
営
は
、
高
羽
城

幹
先
生
が
務
め
ま
し
た
。

　

次
は
、
５
月
15
日
、
ザ
・
ヒ
ロ
サ

ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
に
於
け
る
茨
城
地

区
予
選
大
会
の
開
催
で
す
。
審
査
員

は
、
金
子
城
大
が
当
た
り
、
運
営
は
、

冨
岡
城
昶
先
生
が
務
め
て
、

錦
城
会
員
の
審
査
結
果
は
、

漢
詩･

一
般
三
部　
入
賞　

大
内
廣
光

漢
詩･
一
般
四
部　
準
優
勝　

菊
池
愼

一
郎

短
歌･
一
般
の
部　
入
賞　

川
崎
眞
理

子
　

続
い
て
、
５
月
28
日
、
東
京
地
区

予
選
大
会
で
す
。
猛
暑
の
中
で
の
コ

ン
ク
ー
ル
と
な
り
、
会
場
は
、
中
野

区
・
野
方
区
民
ホ
ー
ル
で
の
開
催
で

す
。

錦
城
会
員
の
審
査
結
果
は
、

漢
詩･

一
般
三
部　
第
三
位　

佐
藤
法

子漢
詩･

一
般
四
部　
入
賞　

山
口
勝
治

　
　

〃　
　

シ
ー
ド
権　

木
屋
吉
弘

短
歌･

一
般
の
部　
優
勝　

佐
藤
法
子

　
　
　

〃　　
　

第
三
位　

木
屋
吉
弘

審
査
員
は
、
金
子
城
大
、
高
羽
城
幹

先
生
が
当
た
り
、
運
営
は
、
山
口
城

宝
師
範
が
務
め
ま
し
た
。

　

最
後
は
、５
月
29
日
、宮
原
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
す
る

埼
玉
地
区
予
選
大
会
の
開
催
で
す
。

錦
城
会
員
の
審
査
結
果
は
、

漢
詩･

一
般
一
部　
優
勝　

有
原
裕
絵

漢
詩･

一
般
四
部　
入
賞　

林　

清
隆

　
　

〃　
　

シ
ー
ド
権　

金
子
筑
波

審
査
員
長
に
、
冨
岡
城
昶
先
生
が
当

た
り
運
営
は
、
金
子
城
大
が
務
め
ま

し
た
。

　

来
る
８
月
20
日
開
催
の
関
東
決
勝

大
会
の
出
場
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
ま
し
た
皆

様
方
は
来
年
を
期
待
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
錦
城
会
会
員
の
皆
様
方
、
各

地
区
予
選
大
会
に
出
場
し
て
技
量
の

一
助
に
役
立
て
て
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

又
、
今
回
四
地
区
の
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
場
さ
れ
た
他
流
派
を
含
め
た
総

数
は
、
三
百
四
十
一
名
で
、
最
高
年

齢
出
場
者
は
、
94
歳
で
し
た
。
舞
台

上
で
頑
張
る
お
姿
に
感
動
い
た
し
ま

し
た
。
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
四
地

区
の
会
長
、
埼
玉
地
区
谷
山
岳
新
先

生
、
神
奈
川
地
区
志
田
岳
富
先
生
、

茨
城
地
区
軍
地
岳
幽
先
生
、
東
京
地

区
村
雲
岳
稿
先
生
を
始
め
、
各
地
区

役
員
・
委
員
の
先
生
方
に
、
一
人
の

怪
我
人
も
出
さ
ず
無
事
に
終
了
出
来

ま
し
た
事
を
感
謝
し
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

(

一
社)

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
担
当

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

金
子
城
大

第
三
十
一
回
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会

　

全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　

関
東
地
区
予
選
大
会
で
優
勝
す
る

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

照
姫
悲
話
　
石
神
井
城
物
語

練
馬
支
部
　
柳
澤
錦
風

　

石
神
井
川
流
域
の
開
発
領
主
と
し

て
、
勢
力
を
伸
ば
し
た
豊
島
泰
経
が

築
い
た
と
い
う
石
神
井
城
は
、
城
内

に
鎮
守
と
し
て
氷
川
神
社
、
三
宝

寺
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
応
永
年
間

（1
3
9
4

年
～
）
建
立
と
伝
え
ら
れ
、

城
も
そ
の
頃
築
か
れ
た
と
す
る
説
が

有
力
で
あ
る
。

　

対
立
し
た
江
戸
城
主
・
太
田
道
灌

に
攻
め
落
と
さ
れ
、
戦
わ
ず
し
て
逃

亡
し
、
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

　

落
城
の
際
に
城
主
の
娘
、照
姫
が
、

三
宝
寺
池
に
身
を
投
げ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
、
全
く
の
架
空
の
人
物

で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
照
姫
の
亡
骸
を
弔
っ
た
と
言
わ

れ
る
姫
塚
が
あ
り
、
美
し
く
聡
明
な

照
姫
が
実
在
の
姫
で
あ
っ
た
と
い
う

方
が
ロ
マ
ン
を
か
き
た
て
る
。

　

練
馬
区
の
二
大
祭
り
。
春
は
照
姫

ま
つ
り
、
秋
は
練
馬
ま
つ
り
と
し
て

地
域
の
活
性
と
な
っ
て
い
る
。
照
姫

ま
つ
り
は
、
練
馬
区
に
在
住
ま
た
は

在
職
し
て
い
る
方
か
ら
公
募
さ
れ
た

約
一
〇
〇
人
が
豊
島
武
士
の
時
代
装

束
に
身
を
包
み
、
西
部
池
袋
線
・
石

神
井
公
園
か
ら
ボ
ー
ト
池
中
央
ス

テ
ー
ジ
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
は
一
見
の

価
値
が
あ
る
。
是
非
、
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。

　

池
に
は
、
マ
ガ
モ
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
、

バ
ン
な
ど
水
鳥
が
見
ら
れ
る
。
三
宝

寺
池
、
石
神
井
池
（
ボ
ー
ト
池
）
と

二
つ
の
池
を
中
心
に
起
伏
に
富
ん
だ

武
蔵
野
の
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

子
供
の
頃
、
三
宝
寺
池
の
橋
の
上

か
ら
糸
に
つ
る
し
た
ス
ル
メ
を
垂
ら

す
と
ザ
リ
ガ
ニ
が
面
白
い
ほ
ど
釣

れ
、
水
草
の
中
を
網
で
探
れ
ば
小
エ

ビ
が
ど
っ
さ
り
。
そ
の
日
の
夕
食
の

大
馳
走
を
思
い
出
す
。

　

四
季
折
々
の
違
っ
た
趣
を
見
せ
て

く
れ
る
石
神
井
公
園
は
、
練
馬
区
の

大
い
な
る
宝
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会

北
海
道
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝

竹内光汰君

　

審
査
員
を
務
め
た
道
南
本
部
長
・

竹
崎
錦
里
先
生
は
、「
詩
文
を
間
違

え
ず
し
っ
か
り
と
吟
じ
ま
し
た
。
将

来
が
楽
し
み
で
す
。」
と
嬉
し
そ
う

に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。（
Ｓ
）
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紅
蘭
は
、
文
化
元
年
（1

8
0
4

）

３
月
15
日
美
濃
国
安
八
郡
曽
根
村

（
現
大
垣
市
曽
根
町
）
に
生
ま
れ
、

夫
の
星
巌
と
は
ま
た
い
と
こ
で
す
。

14
歳
の
と
き
、
星
巌
が
江
戸
か
ら

帰
っ
て
自
宅
で
近
隣
の
子
弟
を
集
め

て
開
い
た
「
梨
花
村
草
舎
」
と
名
付

け
ら
れ
た
塾
に
入
り
ま
す
。
勝
ち
気

な
紅
蘭
は
進
ん
で
入
塾
し
た
よ
う
で

す
。
優
秀
な
弟
子
で
あ
っ
た
紅
蘭
は

17
歳
の
春
に
、
師
で
あ
る
32
歳
の
星

巌
と
自
ら
望
ん
で
結
婚
し
ま
す
。

　

新
婚
早
々
、
夫
の
星
巌
は
行
き
先

　

吉
原
大
門
の
傍
ら
に
柳
の
木
が
一

本
立
っ
て
い
る
。

　

赤
貧
に
喘
ぐ
親
父
が
娘
を
苦
界
に

沈
め
「
金
を
作
っ
て
必
ず
迎
え
に
来

る
か
ら
な
」
と
柳
を
振
り
返
り
、
振

り
返
り
故
郷
に
帰
っ
て
い
く
。

　

と
思
っ
て
い
た
ら
、
客
が
昨
夜
の

思
い
を
振
り
返
り
な
が
ら
帰
っ
て
行

く
。
な
ん
と
も
絵
に
も
話
に
も
な
ら

な
い
こ
と
だ
と
憤
慨
し
て
い
る
。

　

見
返
り
柳
は
吉
原
だ
け
か
と
思
っ

て
い
た
ら
、
島
原
に
も
あ
っ
た
。
島

原
と
い
っ
て
も
長
崎
で
は
な
い
。
し

か
し
繋
が
り
は
あ
る
。

　

京
都
駅
か
ら
山
陰
線（
嵯
峨
野
線
）

で
次
の
駅
「
梅
小
路
京
都
西
駅
」
前

に
は
鉄
道
博
物
館
が
あ
り
、
蒸
気
機

関
車
が
動
態
保
存
さ
れ
て
い
た
り
、

お
召
し
列
車
が
あ
る
博
物
館
で
あ
る

が
、
同
時
に
京
都
の
市
場
が
あ
る
場

所
で
も
あ
る
。
近
く
に
水
族
館
も
あ

る
。

　

そ
の
山
陰
線
の
反
対
側
を
し
ば
ら

く
行
く
と
古
い
門
が
あ
る
。
島
原
の

入
り
口
大
門
で
あ
り
、
そ
の
傍
ら
に

柳
の
木
が
植
わ
っ
て
い
て
、な
ぜ「
島

原
」か
等
の
説
明
書
き
が
あ
る
。「
島

原
」
は
、
地
名
で
も
、
花
魁
の
源
氏

名
で
も
な
い
。
な
ぜ
島
原
な
の
か
是

非
説
明
書
き
を
一
読
願
い
た
い
。

　

そ
こ
か
ら
西
本
願
寺
の
甍
が
見
え

る
か
ら
、
今
で
は

0

0

0

京
都
の
外
れ
で
は

な
い
と
思
え
る
。

　

見
返
り
柳
は
、
こ
の
二
カ
所
だ
け

だ
と
思
っ
て
い
た
が
、（
物
知
ら
ず

の
筆
者
は
、
島
原
の
見
返
り
柳
を
見

る
ま
で
は
吉
原
だ
け
だ
と
思
っ
て
い

た
。）
長
崎
思
案
橋
の
傍
ら
に
も
あ

る
そ
う
だ
。
か
の
有
名
な
丸
山
遊
郭

で
あ
る
。
柳
は
、
別
れ
の
小
道
具
と

し
て
欠
か
せ
な
い
物
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

吉
原
は
、
落
語
の
世
界
で
は
八
っ

さ
ん
、
熊
さ
ん
、
放
蕩
若
旦
那
が
出

て
き
て
、
我
が
身
に
置
き
換
え
る
こ

と
も
で
き
る
が
、
島
原
、
丸
山
は
坂

本
竜
馬
、
勝
海
舟
な
ど
詩
吟
の
世
界

で
な
じ
み
の
方
達
が
出
て
き
そ
う
で
、

高
歌
放
吟
し
た
か
な
な
ど
と
、
妄
想

を
起
こ
し
そ
う
で
あ
る
。
不
公
平
に

な
る
と
い
け
な
い
の
で
、
吉
原
に
は

榎
本
武
揚
た
ち
が
通
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

　

漢
詩
に
出
て
く
る
柳
は
「
元
二
の

安
西
に
使
い
す
る
を
送
る
」、「
独
柳
」

な
ど
枚
挙
に
暇
は
な
い
。

　
「
や
な
ぎ
」に
は
、楊
と
柳
が
あ
る
。

こ
の
稿
を
起
こ
す
た
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
結
果
を
概
述
す
る

と
、「
川
柳
、
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
」
と
「
し

だ
れ
柳
」
の
違
い
の
よ
う
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
幽
霊
が
出
て
く
る
銀
座

の
柳
は
、し
だ
れ
柳
の
よ
う
で
あ
る
。

　
『
随
唐
演
義
』
に
よ
る
と
、
随
の

煬
帝
は
夏
、
避
暑
地
に
船
で
行
き
た

い
の
で
掘
り
割
り
を
掘
ら
せ
た
。
こ

こ
ま
で
で
は
、「
暴
君
が
！
」
と
思

う
が
、
船
を
引
く
人
の
日
除
け
に
両

岸
に
柳
を
植
え
さ
せ
た
。「
柳
じ
ゃ

た
い
し
て
日
除
け
に
な
ら
な
い
」
と

思
っ
た
の
は
、
し
だ
れ
柳
を
想
定
し

た
無
知
故
で
、
川
柳
な
ら
十
分
日
除

け
に
な
る
。

　

そ
う
い
え
ば
、
静
岡
で
の
全
国
大

会
の
折
、
リ
ハ
ー
サ
ル
で
柳
が
欲
し

い
と
無
理
を
言
っ
た
と
き
、
翌
日

持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
も
川
柳
だ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

知
識
の
乏
し
い
筆
者
は
、
柳
に
詳

し
い
方
の
訂
正
、
追
加
記
事
が
「
錦

友
」
に
載
る
こ
と
を
望
む
次
第
で
あ

る
。

　

そ
の
昔
、
長
安
で
は
旅
立
つ
人
に

柳
の
枝
を
折
っ
て
手
渡
し
送
る
習
慣

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
い
う
と
、
別
れ
を
惜
し

ん
で
川
の
両
側
の
柳
の
枝
を
折
っ
た

と
い
う
の
は
、
誇
張
も
過
ぎ
る
と
い

う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

吉
原
と
い
う
と
、「
不
潔
」
と
一

蹴
さ
れ
そ
う
だ
が
、『
回
れ
ば
大
門

の
見
返
り
柳
と
長
い
け
れ
ど
』と『
た

け
く
ら
べ
』
を
書
き
出
し
た
樋
口
一

葉
を
思
い
（
樋
口
一
葉
記
念
館
は
吉

原
の
近
く
、
竜
泉
に
あ
る
）
ど
こ
で

お
か
ら
を
落
と
し
た
ん
だ
ろ
う
。
な

ど
と
思
い
な
が
ら
、
江
戸
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
の
空
気
に
触
れ
る
の
も

一
興
で
あ
る
。

（
世
田
谷
支
部　

草
彅
城
輝
）

は
、
詩
を
愛
し
経
済
力
の
あ
る
友
を

頼
っ
て
の
旅
で
、
そ
の
日
そ
の
日
の

風
ま
か
せ
の
旅
で
し
た
が
、
こ
の
若

き
日
の
放
浪
の
旅
が
、
紅
蘭
の
詩
情

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
旅
の
６
年
後
、
紅
蘭
は
夫
と

と
も
に
江
戸
へ
出
て
12
年
間
住
み
、

ま
た
曽
根
村
に
帰
り
そ
の
１
年
後
、

京
都
に
移
り
ま
す
。安
政
５
年
９
月
、

夫
の
星
巌
が
当
時
京
都
で
流
行
し
て

い
た
コ
レ
ラ
に
感
染
し
て
急
死
し
ま

す
。直
後
に
安
政
の
大
獄
が
起
こ
り
、

勤
王
の
志
士
た
ち
と
関
わ
り
幕
府
か

ら
そ
の
首
謀
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い

た
星
巌
の
身
代
わ
り
と
し
て
、
紅
蘭

は
捕
え
ら
れ
投
獄
さ
れ
ま
す
。
出
獄

し
た
と
き
紅
蘭
は
56
歳
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
私
塾
を
開
い

て
詩
文
を
教
え
、
夫
の
遺
稿
集
の
編

集
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。
夫
は
明
治

維
新
を
み
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
紅
蘭
は
明
治
12
年
ま
で
生

き
、
76
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

見
返
り
柳

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

梁
川
星
巌
の
妻

梁
　
川
　
紅
　
蘭

を
告
げ
る
こ
と
も
な
く
一
人
で
旅
に

出
ま
す
。
星
巌
は
、「
留
守
の
間
に

こ
の
中
の
絶
句
の
と
こ
ろ
ぐ
ら
い
は

暗
記
し
て
お
く
よ
う
に
」
と
言
い
残

し
て
紅
蘭
に
『
三
体
詩
』
を
渡
し
ま

す
。
星
巌
が
家
に
帰
っ
て
く
る
2
年

の
間
に
、
彼
女
は
絶
句
だ
け
で
は
な

く
全
巻
を
暗
記
し
ま
す
。
こ
の
有
名

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
勝
ち
気
で
熱
心
な

紅
蘭
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
結
婚
当

初
か
ら
妻
を
詩
人
と
し
て
育
て
た
い

と
い
う
星
巌
の
積
極
的
な
意
図
が

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

夫
の
放
浪
癖
を
身
を
も
っ
て
知
っ

た
紅
蘭
は
、
そ
の
後
の
旅
は
同
行
す

る
こ
と
を
決
心
し
ま
す
。
2
人
の
旅

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

　

今
回
は
、
た
く
さ
ん
の
投
稿
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｓ
）


